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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気部品を収容する収容部を有すると共にその収容部に収容される電気部品の側辺部に
突出して設けられた複数の端子部を挟持して接続する複数の第１コンタクトピンが取り付
けられたソケット本体と、このソケット本体に上下動自在に組み付けられ上昇に伴って前
記第１コンタクトピンにより前記電気部品の端子部を挟持させて前記電気部品を接続固定
させるソケットカバーと、を備えた電気部品用ソケットであって、
　前記ソケット本体に取り付けられ、収容部に保持される電気部品の底面に弾性的に接触
する接触部を有した第２コンタクトピンと、
　前記ソケットカバーの上下動に連動して動作するようにソケット本体に設けられ、ソケ
ットカバーが下降するのに伴って前記第２コンタクトピンに押圧力を作用させて前記接触
部を押し下げ、ソケットカバーが上昇するのに伴って前記第２コンタクトピンへの押圧力
を解除して前記接触部を上昇させ、前記第１コンタクトピンによって前記電気部品の端子
部が挟持されて前記電気部品が接続固定された後に前記電気部品の底面に前記接触部を接
触させる押圧部材と、
を備えたことを特徴とする電気部品用ソケット。
【請求項２】
　前記第２コンタクトピンは、前記接触部の下端部から略直交方向に延びる掛止部と、該
掛止部と反対方向に延びて湾曲した弾性部と、を備えており、前記掛止部に前記押圧部材
の押圧力を作用させるようにしたことを特徴とする請求項１記載の電気部品用ソケット。
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【請求項３】
　前記収容部の底面部には、前記第２コンタクトピンの掛止部を下面に掛止させ、接触部
を上面から突出させて上下動可能に移動部材を設け、該移動部材に前記押圧部材の押圧力
を作用させるようにしたことを特徴とする請求項１又は２記載の電気部品用ソケット。
【請求項４】
　前記押圧部材は、前記ソケット本体の上部側に延びる第１アームと、前記収容部側に延
びる第２アームとを有して略Ｌ字状に形成され、そのＬ字状の角部近傍を軸支して回動可
能にされ、第１アームが前記ソケットカバーに設けた摺接面に当接してソケットカバーの
下降に伴って押圧されて回動し、第２アームで前記第２コンタクトピンに押圧力を作用さ
せるようにしたことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の電気部品用ソケッ
ト。
【請求項５】
　前記押圧部材は、前記収容部の少なくとも一隅角部からその対角方向に延設されたこと
を特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の電気部品用ソケット。
【請求項６】
　前記押圧部材は、前記収容部の四隅角部に立設した少なくとも一つのガイドポールの底
面に内側から外側に連通して形成された溝部を通して配設したことを特徴とする請求項１
～５のいずれか１項に記載の電気部品用ソケット。
【請求項７】
　前記押圧部材は、前記Ｌ字状の角部近傍にて、前記第１アーム側を収容部の対角方向か
らその側辺に略直交する方向に屈曲させて形成したことを特徴とする請求項５又は６記載
の電気部品用ソケット。
【請求項８】
　前記ソケットカバーの摺接面は、ソケットカバーの内側面に形成されたことを特徴とす
る請求項４～７のいずれか１項に記載の電気部品用ソケット。
【請求項９】
　前記ソケットカバーの摺接面は、ソケットカバーの底面に上下方向に設けられた穴部の
前記収容部と反対側の内側面に形成されたことを特徴とする請求項４～７のいずれか１項
に記載の電気部品用ソケット。
【請求項１０】
　前記摺接面は、下端部よりも上端部側が前記収容部の内側に向けて傾斜する斜面に形成
されたことを特徴とする請求項８又は９に記載の電気部品用ソケット。
【請求項１１】
　前記摺接面は、下端部よりも上端部側が前記収容部の内側に向けて傾斜する斜面に形成
され、その斜面の途中から前記ソケットカバーの移動方向に平行に形成されたことを特徴
とする請求項８又は９記載の電気部品用ソケット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＩＣパッケージ等の電気部品を着脱可能に保持し他の電気回路装置に接続す
る電気部品用ソケットに関し、詳しくは、電気部品を確実に接続固定した状態でこの電気
部品の底面に設けられた電極面に対しコンタクトピンを弾性的に接触させる電気部品用ソ
ケットに係るものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来のこの種の電気部品用ソケット、特に、オープントップタイプの電気部品用ソケッ
トは、上面に電気部品の収容部を有すると共にその収容部に収容される電気部品のリード
と接続する複数のコンタクトピンが取り付けられたソケット本体と、このソケット本体の
上面側に上下動可能に組み付けられ、その上下動によりソケット本体の収容部に収容され
る電気部品のリードをコンタクトピンで挟み込んで接続固定するように作動させるソケッ
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トカバーとを有して成っている。
【０００３】
　従来のオープントップタイプの電気部品用ソケットで接続固定する電気部品としてのＩ
Ｃパッケージは、パッケージ本体の両側辺部に多数のリードが整列して突出されており、
或いはパッケージ本体の全周の側辺部に多数のリードが整列して突出されている。そして
、このようなＩＣパッケージを電気部品用ソケットに接続固定するには、ソケット本体の
上面側に上下動可能に組み付けられたソケットカバーを押し下げて、ソケット本体の収容
部の周囲に設けられたコンタクトピンを開き、この状態で上記収容部にＩＣパッケージの
リードを収容する。その後、上記ソケットカバーの押し下げを解除すると、ソケットカバ
ーがソケット本体に対して上昇し、上記コンタクトピンが閉じて収容部に収容されたＩＣ
パッケージのリードを所定の押圧力で挟み込んで、このＩＣパッケージを電気部品用ソケ
ットに接続固定するようになっていた（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２０００－１８２７３８号公報（第４～５頁、図１～図４）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、最近のＩＣパッケージは、通常のリードの他に、パッケージ底面に放熱用やア
ース用或いは電源供給用の金属片からなる電極面を設けたものが出てきている。そして、
このようなＩＣパッケージに合わせて、パッケージ底面の電極面に接触する別のコンタク
トピンを備えた電気部品用ソケットが望まれている。しかしながら、この要求に応えて、
電気部品を確実に接続固定した状態でこの電気部品の底面に設けられた電極面に対し別の
コンタクトピンを接触させる電気部品用ソケットはまだ提供されていない。
【０００５】
　また、このような電気部品用ソケットを実現させようとした場合、上記パッケージ底面
に電極面を有するＩＣパッケージに対しては、ソケット本体の中央部付近にて別のコンタ
クトピンが上向きに突出することとなるので、ソケットカバーを押し下げてソケット本体
の収容部の周囲に設けられたコンタクトピンを開き、上記収容部にＩＣパッケージのリー
ドを収容した後、ソケットカバーの押し下げを解除してソケット本体に対して上昇させる
際に、コンタクトピンが閉じてＩＣパッケージのリードを挟み込んで固定してからでない
と、上記別のコンタクトピンでＩＣパッケージの底面を突き上げてしまい、ＩＣパッケー
ジを電気部品用ソケットに接続固定できないこととなる。
【０００６】
　したがって、収容部に収容されたＩＣパッケージのリードをコンタクトピンが挟み込ん
で接続固定した後に、別のコンタクトピンの接触部がＩＣパッケージの電極面に接触する
ようなソケット構造としなければならないが、例えば収容部の対向する２側辺部にコンタ
クトピンが設けられたＳＯＰ（スモールアウトラインパッケージ）用の電気部品用ソケッ
ト、又は４辺の全周にコンタクトピンが設けられたＱＦＰ（クワッドフラットパッケージ
）用の電気部品用ソケットにおいては、多数のコンタクトピンの存在によって、上記別の
コンタクトピンの作動を制御する構造が組み込み難いものであった。
【０００７】
　そこで、本発明は、このような問題点に対処し、電気部品を確実に接続固定した状態で
この電気部品の底面に設けられた電極面に対し別のコンタクトピンを弾性的に接触させる
電気部品用ソケットを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明による電気部品用ソケットは、電気部品を収容する
収容部を有すると共にその収容部に収容される電気部品の側辺部に突出して設けられた複
数の端子部を挟持して接続する複数の第１コンタクトピンが取り付けられたソケット本体
と、このソケット本体に上下動自在に組み付けられ上昇に伴って前記第１コンタクトピン
により前記電気部品の端子部を挟持させて前記電気部品を接続固定させるソケットカバー
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と、を備えた電気部品用ソケットであって、前記ソケット本体に取り付けられ、収容部に
保持される電気部品の底面に弾性的に接触する接触部を有した第２コンタクトピンと、前
記ソケットカバーの上下動に連動して動作するようにソケット本体に設けられ、ソケット
カバーが下降するのに伴って前記第２コンタクトピンに押圧力を作用させて前記接触部を
押し下げ、ソケットカバーが上昇するのに伴って前記第２コンタクトピンへの押圧力を解
除して前記接触部を上昇させ、前記第１コンタクトピンによって前記電気部品の端子部が
挟持されて前記電気部品が接続固定された後に前記電気部品の底面に前記接触部を接触さ
せる押圧部材と、を備えたものである。
【０００９】
　このような構成により、ソケットカバーの上下動と連動して動作するようにソケット本
体に設けた押圧部材でソケットカバーが下降するのに伴って第２コンタクトピンに押圧力
を作用させて第２コンタクトピンの接触部を押し下げ、ソケットカバーが上昇するのに伴
って第２コンタクトピンへの押圧力を解除して第２コンタクトピンの接触部を上昇させ、
電気部品の側辺部に突出して設けられた複数の端子部が第１コンタクトピンによって挟持
されて電気部品が接続固定された後に、電気部品の底面に第２コンタクトピンの接触部を
弾性的に接触させる。これにより、電気部品を収容部に確実に保持して第１コンタクトピ
ンと接続固定した状態で、この電気部品の底面に対し第２コンタクトピンを弾性的に接触
させる。
【００１０】
　また、前記第２コンタクトピンは、前記接触部の下端部から略直交方向に延びる掛止部
と、該掛止部と反対方向に延びて湾曲した弾性部と、を備えており、前記掛止部に前記押
圧部材の押圧力を作用させるようにしたものである。これにより、接触部の下端部から略
直交方向に延びる掛止部を押圧して接触部を押し下げる。
【００１１】
　さらに、前記収容部の底面部には、前記第２コンタクトピンの掛止部を下面に掛止させ
、接触部を上面から突出させて上下動可能に移動部材を設け、該移動部材に前記押圧部材
の押圧力を作用させるようにしたものである。これにより、第２コンタクトピンの掛止部
を下面に掛止させ、接触部を上面から突出させて設けた移動部材を押圧部材で押圧して押
し下げ、移動部材で掛止部を押圧して接触部を押し下げる。
【００１２】
　さらにまた、前記押圧部材は、前記ソケット本体の上部側に延びる第１アームと前記収
容部側に延びる第２アームを有して略Ｌ字状に形成され、そのＬ字状の角部近傍を軸支し
て回動可能にされ、第１アームが前記ソケットカバーに設けた摺接面に当接してソケット
カバーの下降に伴って押圧されて回動し、第２アームで前記第２コンタクトピンに押圧力
を作用させるようにしたものである。これにより、押圧部材の第１アームをソケットカバ
ーの摺接面でソケットカバーの下降に伴って押圧して略Ｌ字状の角部近傍の軸を中心に回
動し、押圧部材の第２アームで第２コンタクトピンに押圧力を作用させて接触部を押し下
げる。
【００１３】
　そして、前記押圧部材は、前記収容部の少なくとも一隅角部からその対角方向に延設さ
れたものである。これにより、収容部の少なくとも一隅角部からその対角方向に延設され
た押圧部材で接触部を押し下げる。
【００１４】
　また、前記押圧部材は、前記収容部の四隅角部に立設した少なくとも一つのガイドポー
ルの底面に内側から外側に連通して形成された溝部を通して配設したものである。これに
より、収容部の四隅角部に立設したガイドポールの底面に内側から外側に連通して形成さ
れた溝部内で押圧部材を回動させる。
【００１５】
　さらに、前記押圧部材は、前記Ｌ字状の角部近傍にて、前記第１アーム側を収容部の対
角方向からその側辺に略直交する方向に屈曲させて形成したものである。これにより、収
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容部の側辺に直交する方向で押圧部材の第１アームにソケットカバーの押圧力を作用し、
収容部の対角方向に延びる第２アームで接触部を押し下げる。
【００１６】
　また、前記ソケットカバーの摺接面は、ソケットカバーの内側面に形成されたものであ
る。これにより、ソケットカバーの開口部の内側面に形成した摺接面でソケットカバーの
下降に伴って押圧部材を押圧する。
【００１７】
　さらに、前記ソケットカバーの摺接面は、ソケットカバーの底面に上下方向に設けられ
た穴部の前記収容部と反対側に形成されたものである。これにより、ソケットカバーの底
面に上下方向に設けられた穴部の収容部と反対側に形成された摺接面でソケットカバーの
下降に伴って押圧部材を押圧する。
【００１８】
　さらにまた、前記摺接面は、下端部よりも上端部側が前記収容部の内側に向けて傾斜す
る斜面に形成されたものである。これにより、下端部よりも上端部が収容部の内側に向け
て傾斜する斜面でソケットカバーの下降に伴って押圧部材の第１アームを押圧して回動す
る。
【００１９】
　そして、前記摺接面は、下端部よりも上端部側が前記収容部の内側に向けて傾斜する斜
面に形成され、その斜面の途中から前記ソケットカバーの移動方向に平行に形成されたも
のである。これにより、摺接面の斜面でソケットカバーの下降に伴って押圧部材を押圧し
て第１コンタクトピンの接触部を押し下げ、ソケットカバーが更に下降してもソケットカ
バーの移動方向に平行な面で押圧部材の押圧を停止し、接触部の押し下げを停止する。
【発明の効果】
【００２０】
　請求項１に係る発明によれば、押圧部材でソケットカバーが下降するのに伴って第２コ
ンタクトピンに押圧力を作用させて第２コンタクトピンの接触部を押し下げ、ソケットカ
バーが上昇するのに伴って第２コンタクトピンへの押圧力を解除して第２コンタクトピン
の接触部を上昇させ、電気部品の側辺部に突出して設けられた複数の端子部が第１コンタ
クトピンによって挟持されて電気部品が接続固定された後に、電気部品の底面に第２コン
タクトピンの接触部を弾性的に接触させることができる。したがって、電気部品を収容部
に確実に保持して端子部を第１コンタクトピンと接続固定した状態でこの電気部品の底面
に対し第２コンタクトピンを弾性的に接触させることができる。それ故、第２コンタクト
ピンが電気部品の底面に接触する際に電気部品を突き上げて電気部品の保持状態を不安定
にするポップアップの現象を回避することができる。これにより、電気部品の底面に対し
て第２コンタクトピンを確実に接触させることができ、電気部品の放熱や、アース或いは
大電流の供給が可能となる。
【００２１】
　また、請求項２又は３に係る発明によれば、接触部の下端部から略直交方向に延びた掛
止部に押圧部材の押圧力を直接又は移動部材を介して間接的に作用させるようにしたこと
により、作用点を第２コンタクトピンの弾性部近傍にある回動支点から離すことができる
。したがって、小さな押圧力で接触部を容易に押し下げることができる。
【００２２】
　さらに、請求項４に係る発明によれば、略Ｌ字状に形成した押圧部材のＬ字状の角部近
傍を軸として回動可能としたことにより、押圧部材はソケットカバーの下降に伴ってソケ
ットカバーの摺接面で第１アームが押圧されて回動し、第２アームで第２コンタクトピン
の接触部を押し下げることができる。一方、ソケットカバーが上昇時には、第２コンタク
トピンの弾性部の弾性復元力により第２アームが押し上げられ、押圧部材を初期状態に容
易に復帰させることができる。したがって、押圧部材に復帰ばね等の特別な機構を設ける
必要が無く構成が簡単となる。
【００２３】
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　さらにまた、請求項５に係る発明によれば、押圧部材を収容部の少なくとも一隅角部か
らその対角方向に延設したことにより、電気部品本体の側辺部の全周に複数の端子部を備
えた電気部品に対してこの発明を適用した場合にも、これらの端子部と接続するために収
容部の全周に設けられた複数の第１コンタクトピンの存在に邪魔されることなく押圧部材
を配設することができる。したがって、上述の電気部品に適用した場合にもソケットカバ
ーの下降に連動して第２コンタクトピンの接触部を容易に押し下げることができる。
【００２４】
　そして、請求項６に係る発明によれば、収容部の隅角部に押圧部材を配設することがで
きる。したがって、ソケット本体の空スペースを有効に活用して押圧部材を配設すること
ができる。
【００２５】
　また、請求項７に係る発明によれば、ソケットカバーの四隅角部に設けたばね支持軸を
避けて収容部の隅角部に押圧部材を配設することができる。したがって、この場合も電気
部品用ソケットの空スペースを有効に活用することができる。
【００２６】
　さらに、請求項８及び９に係る発明によれば、ソケットカバーの開口部の内側面又は例
えば樹脂成型したソケットカバーの収縮による変形防止のためにソケットカバーの底面に
上下方向に形成した穴部の収容部と反対側の内側面を摺接面に利用することができる。し
たがって、既存の面を摺接面として形成することができ、摺接面の形成が容易となる。
【００２７】
　さらにまた、請求項１０に係る発明によれば、摺接面を下端部よりも上端部側が収容部
の内側に向けて傾斜する斜面に形成したことにより、ソケットカバーが下降するのに伴っ
て押圧部材の第１アームを斜面で押圧して回動させることができる。したがって、ソケッ
トカバーの下降に伴って第２アームに第２コンタクトピンの接触部を押し下げる押圧力を
発生させることができる。
【００２８】
　そして、請求項１１に係る発明によれば、摺接面を下端部よりも上端部側が収容部の内
側に向けて傾斜する斜面に形成し、その斜面の途中からソケットカバーの移動方向に平行
に形成したことにより、ソケットカバーの下降に連動する押圧部材の回動を途中からソケ
ットカバーの下降に追従せずに停止させ、第２コンタクトピンの接触部の押し下げを停止
させることができる。したがって、第２コンタクトピンの接触部の押し下げ量を制御する
ことができ、接触部が弾性限界を超えて押し下げられて破壊し、元の状態に復帰しなくな
る事故を防止することができる。また、電気部品を固定するタイミングに対して第２コン
タクトピンが電気部品の底面に接触するタイミングを遅らせることができ、電気部品のポ
ップアップの問題を回避することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２９】
　以下、本発明の実施形態を添付図面に基づいて詳細に説明する。図１は本発明による電
気部品用ソケットの実施の形態を示す平面図であり、図２は図１のＡ－Ａ線断面図であり
、図３は図１のＢ－Ｂ線断面図である。この電気部品用ソケット１は、ＩＣパッケージ等
の電気部品を着脱可能に保持し、ＩＣパッケージ等の初期不良を取り除くバーンインテス
ト、電気的導通テスト等において他の電気回路装置（テスト装置）に接続するもので、図
２に示すように、ソケット本体２と、ソケットカバー３とを有して成る。
【００３０】
　電気部品としてのＩＣパッケージ４は、デバイスを封入した矩形状のパッケージ本体に
複数のリード５，５，…を設けたもので、パッケージ本体の両側辺部に複数の端子部とし
てのリード５，５，…が整列して突出されたものや、或いはパッケージ本体の全周の側辺
部に複数のリード５，５，…が整列して突出されたものがある。ここでは、パッケージ本
体の全周の側辺部に多数のリード５，５，…が突出されたＱＦＰタイプのＩＣパッケージ
を例として述べる。そして、このＩＣパッケージ４は、通常のリードの他に、パッケージ



(7) JP 4347027 B2 2009.10.21

10

20

30

40

50

底面に放熱用やアース用或いは電源供給用の金属片からなる電極面２７が設けられている
。
【００３１】
　上記ソケット本体２は、ＩＣパッケージ４を位置決めして収容するもので、図２に示す
ように、上面にＩＣパッケージ４の収容部を形成するシーティングプレート９を有すると
共に、そのシーティングプレート９に収容されるＩＣパッケージ４のリード５と接続する
複数の第１コンタクトピン６，６，…が取り付けられている。このシーティングプレート
９の四隅角部には、図１に示すようにＩＣパッケージ４をシーティングプレート９の所定
位置に収容するためのガイドポール４２が設けられており、図３に示すようにガイドポー
ル４２には穴部４３を形成して後述のレバー３６が配設されている。また、第１コンタク
トピン６は、図２に示すように、その基部７がソケット本体２のピン取付溝８に挿入され
ている。さらに、各第１コンタクトピン６は、ソケット本体２に形成されたリブで隣接す
る他の第１コンタクトピン６に接触しないように仕切られ、絶縁されている。なお、図２
において符号１０は、上記第１コンタクトピン６の基部７から下方へ向けて突出形成され
た接続アームを示しており、その接続アーム１０が図示外の電気回路装置に接続されるよ
うになっている。
【００３２】
　上記ソケット本体２の上面側には、ソケットカバー３が上下動可能に組み付けられてい
る。このソケットカバー３は、上昇に伴ってソケット本体２の収容部（シーティングプレ
ート９）に収容されるＩＣパッケージ４のリード５を第１コンタクトピン６で挟み込んで
接続固定するように作動させるものである。なお、ソケット本体２とソケットカバー３は
、絶縁性の樹脂材料で形成されている。
【００３３】
　上記ソケット本体２とソケットカバー３との間には、四つの角部に１個ずつカバースプ
リング１３が配置されている（図２又は図３参照）。すなわち、図２に示すように、ソケ
ットカバー３には下向きにばね支持軸１５が突出され、このばね支持軸１５の周りにカバ
ースプリング１３が巻き付けられており、ばね支持軸１５がソケット本体２の穴１４内に
スライド可能に挿入されている。ここで、ソケットカバー３は、カバースプリング１３を
所定量圧縮するようにソケット本体２に組み付けられ、カバースプリング１３で上向きに
常時付勢されて上昇しており、ストッパ手段１６でその上昇位置が固定されるようになっ
ている。
【００３４】
　次に、上記ソケット本体２の上面側にて上下動するソケットカバー３によって作動され
る第１コンタクトピン６の細部の構造と、その動作について図４を参照して説明する。こ
の第１コンタクトピン６は、例えばベリリウム銅等の導電性に優れ且つ弾性を有する材料
で形成されており、図２に示す基部７に図４に示す第１弾性部１７を介して形成された第
１接触部１８と、同じく基部７に第２弾性部１９を介して形成された第２接触部２０とを
有している。
【００３５】
　このうち、第１弾性部１７及び第１接触部１８は、図４においてソケット本体２の中心
側に傾斜した位置から直立位置まで弾性変形させられた状態でソケット本体２のピン支持
部２１に係合させられるようになっている。そして、第１接触部１８の後端面２２は、第
１弾性部１７の弾性力でピン支持部２１の側面に押圧されている。その結果、第１接触部
１８は、図４において左右方向にずれないように位置決めされる。また、第１接触部１８
は、図４においてＩＣパッケージ４のリード５を第２接触部２０と協働して挟持した場合
にも、ピン支持部２１の側面との接触により作用する摩擦抵抗及び第１弾性部１７の剛性
により、図４において簡単に上下方向へずれるようなことがなく、所望の接触圧でＩＣパ
ッケージ４のリード５を挟み込むようになっている。
【００３６】
　また、第２弾性部１９の上端部には、図４に示すように、アーム２３が図中上方へ向け
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て延びている。このアーム２３は、ソケットカバー３がカバースプリング１３のばね力に
抗して押し下げられると、ソケットカバー３の内側に形成された円弧状又は直線状の押圧
部斜面２４で押されて、図４において実線の位置から２点鎖線の位置まで変位する。
【００３７】
　このとき、第２弾性部１９は、図４において反時計方向へ弾性的に変形する。その結果
、第２接触部２０が第１接触部１８の上端面２５を開いて退避し、第１接触部１８の上端
面２５が解放される。この状態において、ソケットカバー３に形成された開口部としての
パッケージ挿入窓２６（図２参照）から、ＩＣパッケージ４が矢印Ａのようにソケットカ
バー３の内部に挿入され、ＩＣパッケージ４のリード５が第１接触部１８の上端面２５上
に載せるように収容部（シーティングプレート９）に収容される。
【００３８】
　その後、ソケットカバー３に作用させていた押し下げ力を解除すると、ソケットカバー
３がカバースプリング１３のばね力により元の位置に上昇する。その結果、第２弾性部１
９が図４において２点鎖線の位置から実線の位置まで時計回り方向へ弾性的に復元し、第
２接触部２０が第２弾性部１９の弾性力でＩＣパッケージ４のリード５を第１接触部１８
の上端面２５に対して押圧する。したがって、ＩＣパッケージ４のリード５は、第１接触
部１８と第２接触部２０とによって所定の接触圧で挟み込まれて、確実に接続固定される
ことになる。そして、この状態で、図示外の電気回路装置とＩＣパッケージ４とがコンタ
クトピン６を介して電気的に接続され、所要の電気的テストが行われる。
【００３９】
　そして、本発明においては、図３に示すように、ソケット本体２の中央部付近に、ＩＣ
パッケージ４の底面に設けられた電極面２７（図２参照）に対し接触部３１が弾性的に接
触する第２コンタクトピン２８が設けられている。すなわち、ソケット本体２の中央部付
近に差込み孔があけられ、この差込み孔に第２コンタクトピン２８の基部２９を挿入して
取り付けられている。また、この第２コンタクトピン２８の上部は、シーティングプレー
ト９に対して上下動可能に設けられた後述のフローティングプレート３５の中央部付近に
開けられたスリット３０内（図１参照）に挿入されて弾性変形して移動可能とされている
。
【００４０】
　この第２コンタクトピン２８は、ＩＣパッケージ４の底面の電極面２７にその接触部３
１が接触してアース又は放熱若しくは電源の供給を可能とするもので、例えばベリリウム
銅等の導電性に優れ且つ弾性を有する金属材料で形成され、その一部をフローティングプ
レート３５の下面に接触させており、接触部３１が収容部（シーティングプレート９）に
収容固定されたＩＣパッケージ４の底面位置よりも十分に高い位置から僅かに突出した位
置まで弾性変形された状態で設けられている。これにより、ＩＣパッケージ４の電極面２
７に対する接触部３１の接触圧を大きくして電気的接続を確実にしている。さらに、フロ
ーティングプレート３５を常時上方に付勢して上下動可能にしている。具体的には、接触
部３１の下端部から略直交方向に延びる掛止部３３と、掛止部３３と反対方向に延びて湾
曲した弾性部３２を備え、掛止部３３をフローティングプレート３５の下面に掛止し、フ
ローティングプレート３５が下がるのに伴って弾性部３２が、その一部分を支点として弾
性変形して掛止部３３が押し下げられるようになっている。そして、基部２９からソケッ
ト本体２を貫通して反対側に突出させて接続部３４を備えている。なお、図１においては
、第２コンタクトピン２８は平行して４本設けられ、且つ四本の第２コンタクトピン２８
の弾性部３２の位置が交互に反対側となるように配設された状態を示している。
【００４１】
　また、シーティングプレート９の中央部には、開口部が形成されて収容部の底面を成す
フローティングプレート３５が設けられている。このフローティングプレート３５は、第
２コンタクトピン２８の接触部３１を押し下げる移動部材となるもので、第２コンタクト
ピン２８の掛止部３３を下面に掛止してソケットカバー３の下降に伴って後述のレバー３
６により押圧されて第２コンタクトピン２８の接触部３１を押し下げると共に、そのソケ
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ットカバー３が上昇する際には、第２コンタクトピン２８の弾性部３２の弾性復元力によ
り上向きに付勢されて上昇し、接触部３１を図２に示すＩＣパッケージ４の電極面２７に
接触させることができるようになっている。
【００４２】
　さらに、シーティングプレート９の四隅角部には、対角方向にレバー３６が設けられて
いる。このレバー３６はソケットカバー３の上下動に連動して回動し、フローティングプ
レート３５を介して第２コンタクトピン２８の接触部３１を押し下げるもので、図３に示
すようにソケット本体２の上部側に延びる第１アーム３７と収容部（シーティングプレー
ト９）側に延びる第２アーム３８を有して略Ｌ字状に形成され、そのＬ字状の角部近傍を
枢軸ピン３９でソケット本体部２に軸支されて回動可能にされている。具体的には、レバ
ー３６は、Ｌ字状の角部近傍にて、第１アーム３７側を収容部（シーティングプレート９
）の対角方向から収容部（シーティングプレート９）の側辺に略直交する方向に屈曲して
形成され、第１アーム３７をソケットカバー３の底面に上下方向に設けられた穴部４０に
収容し、第２アーム３８をシーティングプレート９の四隅角部に設けたガイドポール４２
の内側から外側に連通して形成された溝部４３を通してその先端部をフローティングプレ
ート３５の四隅角部に形成した図１に示す掛止溝４４に掛止している。そして、ソケット
カバー３に設けた穴部４０の収容部（シーティングプレート９）と反対側の内側面は、下
端部よりも上端部側が収容部（シーティングプレート９）の内側に向けて傾斜する斜面４
１ａと、その斜面４１ａの途中からソケットカバー３の移動方向に平行な鉛直面４１ｂと
を備えて形成されおり、レバー３６の第１アーム３７先端部が摺動する摺接面４１を形成
している。これにより、第１アーム３７が摺接面４１の斜面４１ａに当接しているときは
、ソケットカバー３の下降に伴って第１アーム３７先端部が斜面４１ａに押圧されてレバ
ー３６が枢軸ピン３９に軸支されて回動し、第２アーム３８でフローティングプレート３
５を押し下げる。そして、第１アーム３７が鉛直面４１ｂに当接しているときは、ソケッ
トカバー３が下降してもレバー３６に回動力が作用せず、したがって、レバー３６の回動
が停止してフローティングプレートの押し下げを停止するようになっている。なお、穴部
４０は、樹脂成型したソケットカバー３の収縮変形を防止するために通常形成される穴部
を利用したものであり、ソケットカバー３の四隅角部近傍でばね支持軸１５の側方にて肉
厚の厚い部分に設けられている。
【００４３】
　なお、図１においては、ソケット本体２の中央部付近に設ける第２コンタクトピン２８
は４本としたが、これに限られず、１本としてもよく、２本以上の複数本の第２コンタク
トピン２８を設けた場合は、ＩＣパッケージ４に大電流を供給する場合に好適である。
【００４４】
　次に、このように構成された電気部品用ソケット１の動作を、図５及び図６を参照して
説明する。先ず、図５において、ＩＣパッケージ４を挿入する前は、ソケットカバー３は
上昇した位置に保持されている。この状態で、図５において、ソケットカバー３を矢印Ｃ
方向に押し下げる。すると、図２又は図３に示すカバースプリング１３の上向きの付勢力
に抗してソケットカバー３が下降する。このとき、図５に示すように、レバー３６は、初
めは第１アーム３７の先端部をソケットカバー３に形成した穴部４０の摺接面４１の斜面
４１ａに当接しており、ソケットカバー３の下降に伴って第１アーム３７先端部が斜面４
１ａを下から上方に向かって摺動する。その際、第１アーム３７先端部が斜面４１ａに押
圧されてレバー３６は枢軸ピン３９を軸として図５中反時計方向に回動し、第２アーム３
８先端部がフローティングプレート３５の掛止溝４４部分を押下してフローティングプレ
ート３５を押し下げる。このとき、図３に示すようにフローティングプレート３５の下面
に掛止した第２コンタクトピン２８の掛止部３３がフローティングプレート３５に押下さ
れて押し下げられ、中間部の弾性部３２が弾性変形して接触部３１が下降する。これによ
り、その接触部３１がＩＣパッケージ４の電極面２７との接触位置から下方に離れる。
【００４５】
　そして、レバー３６の第１アーム３７先端部が摺接面４１の斜面４１ａの上端に達する
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までは、ソケットカバー３の下降に連動してレバー３６は回動し、第２アーム３８でフロ
ーティングプレート３５を押し下げ続ける。そして、第１アーム３７先端部が斜面４１ａ
の上端に達して鉛直面４１ｂ側に移ると摺接面４１からの押圧作用が無くなるのでレバー
３６の回動が停止し、これに伴ってフローティングプレート３５の押し下げは停止する。
【００４６】
　その後、さらにソケットカバー３の押し下げを続けると、レバー３６の第１アーム３７
先端部は摺接面４１の鉛直面４１ｂを下から上方に摺動する（図６参照）。この間、第１
アーム３７には摺接面４１からの押圧力は作用せず、レバー３６は回動を停止したままで
あり、フローティングプレート３５は停止状態を維持する。そして、ソケットカバー３だ
けが矢印Ｃ方向に下降して行く。すると、このソケットカバー３の下降により、図４に示
す押圧部斜面２４で第１コンタクトピン６のアーム２３が押し下げられる。これにより、
第１コンタクトピン６の第２ばね部１９が弾性的に変形して、第２接触部２０が第１接触
部１８の上端面２５を開いて退避し、第１接触部１８の上端面２５が解放される。この結
果、電気部品用ソケット１の内部にて、ＩＣパッケージ４の収容部（シーティングプレー
ト９）がパッケージの受け入れ状態となる。
【００４７】
　次に、この状態で、図２において、ソケットカバー３に形成されたパッケージ挿入窓２
６から、ＩＣパッケージ４を矢印Ａのようにソケット本体２の内部に挿入し、図４に示す
ように、ＩＣパッケージ４のリード５を第１コンタクトピン６の第１接触部１８の上端面
２５上に載せる。このようにして、ＩＣパッケージ４の総てのリード５が第１接触部１８
の上端面２５上に載せられたのを確認したら、ソケットカバー３に作用させていた押し下
げ力を解除する。
【００４８】
　すると、図５及び図６において、ソケットカバー３がカバースプリング１３（図３参照
）のばね力により矢印Ｄのように上昇して行く。このとき、最初は、レバー３６の第１ア
ーム３７先端部は、図６においてソケットカバー３の穴部４０内にて、摺接面４１の鉛直
面４１ｂを上端部から下端部に向かって摺動して行く。すなわち、レバー３６でフローテ
ィングプレート３５を押し下げた状態のまま、ソケットカバー３だけが矢印Ｄのように上
昇する。この状態では、図６においてフローティングプレート３５で押し下げられた第２
コンタクトピン２８の接触部３１は、下降した状態に維持されている。
【００４９】
　ソケットカバー３の上昇により、図４において、ソケットカバー３の押圧部斜面２４に
よる第１コンタクトピン６のアーム２３に対する押し下げが無くなるので、第１コンタク
トピン６の第２ばね部１９が２点鎖線の位置から実線の位置まで弾性的に復元し、第２接
触部２０が第２ばね部１９の弾性力でＩＣパッケージ４のリード５を第１接触部１８の上
端面２５に対して押圧する。これにより、ＩＣパッケージ４のリード５は、第１接触部１
８と第２接触部２０とによって挟み込まれる。
【００５０】
　その後、図６において、レバー３６の第１アーム３７の先端部が穴部４０内にて摺接面
４１の鉛直面４１ｂの下端部に達するまで、ソケットカバー３が更に上昇して行く。これ
により、ＩＣパッケージ４のリード５は、コンタクトピン６の第１接触部１８と第２接触
部２０とによって所定の接触圧で挟み込まれて、確実に接続固定される。なお、この段階
では、まだフローティングプレート３５は押し下げられたままであり、したがって、第２
コンタクトピン２８の接触部３１も下降したままである。
【００５１】
　その後、図５において、ソケットカバー３はカバースプリング１３のばね力により矢印
Ｄのように更に上昇して行く。すると、図５において、第１アーム３７先端部が斜面４１
ａを上端部から下端部に向かって摺動することになり、ソケットカバー３の上昇に伴って
レバー３６に対するソケットカバー３の摺接面４１による押圧力が次第に開放され、フロ
ーティングプレート３５による第２コンタクトピン２８の掛止部３３の押し下げが解除さ
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れる。これにより、第２コンタクトピン２８の弾性部３２が上向きに弾性変形して掛止部
３３でフローティングプレート３５を押し上げ、同時にレバー３６を時計方向に回動して
初期位置まで復帰させ、接触部３１を上昇させる。そして、図７に示すように、第２コン
タクトピン２８の接触部３１がＩＣパッケージ４の底面の電極面２７に弾性的に接触して
電気的に接続する。
【００５２】
　このとき、図４に示す第１コンタクトピン６の第１接触部１８と第２接触部２０とによ
ってＩＣパッケージ４のリード５を所定の接触圧で挟み込んで確実に接続固定した後に、
図７に示す第２コンタクトピン２８の接触部３１がＩＣパッケージ４の電極面２７に接触
するので、第２コンタクトピン２８でＩＣパッケージ４の底面を突き上げることなく、Ｉ
Ｃパッケージ４を電気部品用ソケット１に確実に接続固定することができる。
【００５３】
　そして、この状態で、図示外の電気回路装置とＩＣパッケージ４とが第１コンタクトピ
ン６及び第２コンタクトピン２８を介して電気的に接続され、所要の電気的テストが行わ
れる。
【００５４】
　なお、第２コンタクトピン２８、フローティングプレート３５及びレバー３６の形状、
並びにそれらの組み付け構造は、図５～図７に示したものに限られず、ＩＣパッケージ４
の底面に設けられた電極面２７に対し接触部３１が弾性的に接触する第２コンタクトピン
２８であり、その第２コンタクトピン２８をソケットカバー３の下降により押し下げると
共に、ソケットカバー３が上昇する際には第２コンタクトピン２８の接触部３１をＩＣパ
ッケージ４の電極面２７に接触させるように上向きに付勢されたフローティングプレート
であり、上記ソケットカバー３の下降に連動して動作して第２コンタクトピン２８の掛止
部３３を押し下げ、第２コンタクトピン２８の接触部３１がＩＣパッケージ４の電極面２
７から離れると掛止部３３を押し下げる動作を停止するレバー３６であるならば、どのよ
うな形状及び構造であってもよい。
【００５５】
　また、以上の説明においては、レバー３６は、フローティングプレートを介して第２コ
ンタクトピン２８の接触部３１を押し下げるようにしたが、レバー３６で直接掛止部３３
を押圧して接触部３１を押し下げるようにしてもよい。
【００５６】
　さらに、ソケットカバー３の摺接面４１は、斜面４１ａと鉛直面４１ｂとから成るもの
で説明したが、斜面４１ａのみで形成してもよい。さらにまた、摺接面４１は、ソケット
カバー３の底面に上下方向に設けた穴部４０の収容部（シーティングプレート９）と反対
側の内側面に形成したものに限られず、ソケットカバー３のパッケージ挿入窓２６の内側
面に形成してもよい。
【００５７】
　また、第２コンタクトピン２８は、接触部３１の先端部を板状に形成してＩＣパッケー
ジ４の電極面２７に面接触して放熱を可能としたものであってもよい。
【００５８】
　さらに、本発明の電気部品用ソケットが適用できるＩＣパッケージ４は、パッケージ本
体の全周の側辺部にリードが突出されたＱＦＰタイプのものに限らず、対向する二側辺部
にリードが突出したＳＯＰタイプのものでも、パッケージ本体の下面に接続端子と電極面
２７を有するものであってもよい。この場合、ＳＯＰタイプのＩＣパッケージに適用する
場合には、レバー３６は収容部（シーティングプレート９）の四隅角部ではなく、ＩＣパ
ッケージのリードを設けていない対向する二側辺部の側方に設けてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】本発明による電気部品用ソケットの実施形態を示す平面図である。
【図２】図１のＡ－Ａ線断面図である。
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【図３】図１のＢ－Ｂ線断面図である。
【図４】ソケット本体内に取り付けられた第１コンタクトピンの細部の構造とその動作を
説明する要部拡大断面図である。
【図５】上記電気部品用ソケットの動作を示す説明図であり、ソケット本体内に取り付け
られたレバーの動作初期状態を示す図である。
【図６】上記電気部品用ソケットの動作を示す説明図であり、ソケット本体内に取り付け
られたレバーの動作終期状態を示す図である。
【図７】ＩＣパッケージに対する第２コンタクトピンの接触状態を示す説明図である。
【符号の説明】
【００６０】
　１…電気部品用ソケット
　２…ソケット本体
　３…ソケットカバー
　４…ＩＣパッケージ（電気部品）
　５…リード（端子部）
　６…第１コンタクトピン
　９…シーティングプレート（収容部）
　２６…パッケージ挿入窓（開口部）
　２８…第２コンタクトピン
　３１…接触部
　３２…弾性部
　３３…掛止部
　３５…フローティングプレート（移動部材）
　３６…レバー（押圧部材）
　３７…第１アーム
　３８…第２アーム
　３９…枢軸ピン
　４０…凹部
　４１…摺接面
　４１ａ…斜面部
　４１ｂ…鉛直面部
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